
…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

 

Ｉ
Ｄ
番
号

問

問 市
庁
舎
整
備
に
関
す
る
お
知
ら
せ

市
庁
舎
整
備
基
本
設
計
業
務

委
託
業
者
選
定
の
技
術
審
査
を
行
い
ま
す

　

７
月
18
日
U
に
、
技
術
提
案
書
を
審
査

す
る
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で
実

施
し
、
審
査
の
結
果
を
も
と
に
、
設
計
業

者
を
選
定
し
ま
す
。

　

技
術
審
査
は
、
原
則
公
開
で
実
施
し
ま

す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
次
の
点

に
ご
注
意
い
た
だ
き
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
開
会
は
午
後
１
時
で
す
（
午
後
０
時
30

分
か
ら
受
付
開
始
）。

▼
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
傍
聴
席
の
間
隔
を
あ
け

ま
す
の
で
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
満

席
に
な
り
ま
し
た
ら
、
入
場
を
お
断
り
し

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状

況
に
よ
っ
て
は
、
当
日
の
公
開
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
公
開
中
止
の
場
合
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

滋
賀
県
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
に

仲
裁
申
請
を
行
い
ま
し
た

　

契
約
解
除
し
た
市
庁
舎
整
備
工
事
請
負

契
約
の
工
事
関
連
費
の
精
算
を
終
え
、
残

る
逸
失
利
益
を
含
む
賠
償
金
に
つ
い
て
、

株
式
会
社
奥
村
組
と
話
し
合
い
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
今
回
、
話
し
合
い
だ
け
で
の

解
決
が
困
難
と
判
断
し
、
同
社
の
同
意
を

得
て
、
５
月
20
日
に
仲
裁
申
請
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
は
、
紛
争
審
査
会
の
審
理
の

場
で
本
市
の
主
張
を
行
い
、
早
期
解
決
に

努
め
ま
す
。

若
手
職
員
に
よ
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
発
足
し
ま
し
た

　

新
庁
舎
で
は
、誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、

ま
た
、
職
員
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
職

場
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
若
手
職
員
を
中
心
と
し
た

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
発
足
し
、
出
た

意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
設
計
業
者
と
協
働
し

て
基
本
設
計
に
反
映
し
ま
す
。

※
市
庁
舎
整
備
に
関
す
る
情
報
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う家計への支援などを目的に、国民１人あたり 10 万円が
給付されます。まだ申請をしていない人は、お早めに手続きをお願いします。

給付対象者  令和２年４月27日時点で、市に住民登録がある人

受給権者  給付対象者の属する世帯の世帯主

令和２年度　市連合自治会役員・各学区会長を紹介します
まちづくり協働課　 （36）5552・ （36）5553

市連合
自治会

会長
副会長

〃
〃

監事
〃

青山 孝
松岡 静司
仲江 九市
森本 善郎
中野 宏司
中田 全一

八幡学区 会長 青山 孝（５区）

島学区 〃 中野 宏司（島町）

岡山学区 〃 中田 全一（牧町）

金田学区 〃 豊後 孫治（長田町）

桐原学区 〃 松岡 静司（五月）

馬淵学区 〃 西澤 孝夫（馬淵町）

北里学区 〃 仲江 九市（野村町）

武佐学区 〃 西野 孝志（西生来町）

安土学区 〃 木野 和也（常楽寺）

老蘇学区 〃 森本 善郎（内野）

　令和２年度も引き続き近江八
幡市連合自治会会長に就任させ
ていただきます。多くの皆様に
日頃よりまちづくり推進、自治
会活動にご理解、ご協力をいた
だき心からお礼申し上げます。

　ご存じの通り、世界規模での新型コロナウイルス
禍の大混乱のなか、自治会や各種団体におかれまし
ては活動が出来ず、大変ご苦労されていることと拝
察いたします。
　近年は少子高齢化や核家族化など、地域社会は複
雑化・多様化が進み、取り巻く環境が大きく変わる
なかで、自治会は地域におけるまちづくりの主体と
して大きな役割を担っております。行政との協働に
より課題を解決し、安心して暮らせる住みよい近江
八幡市になりますよう努めてまいりますので、皆様
方のお力添えをお願いいたします。

（ ）は自治会名　敬称略

市連合自治会 青山会長

特別定額給付金推進室　 0570(038)999・ 14108

　申請書類に同封の返信用封筒で、下記の書類を郵送し
てください。
申請に必要なもの
・特別定額給付金申請書
・申請者 (世帯主) の本人確認書類の写し
・振込先口座の確認書類の写し

　インターネットで「マイナポータル」にアクセスして
ください。詳しくは、市ホームページをご覧ください。
申請に必要なもの
・受給権者（世帯主）のマイナンバーカード
・マイナンバーカード受取時に設定した暗証番号
・振込先口座の確認書類　など

申請期限

まで
8月25日

問

５月 22 日に各世帯主へ
申請書類を発送してい
ます。（黄色の封筒）

・
の
ど
が
渇
く
前
に
、
こ
ま
め
に
水
分
を
補

給
す
る
（
目
安
は
１
日
あ
た
り
１
・
２
リ
ッ
ト

ル
）。

・
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
た
と
き
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
や
塩
あ
め
な
ど
で
水
分
と
と
も
に

塩
分
も
補
給
す
る
。

・
日
頃
か
ら
体
温
測
定
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
。

・
体
調
が
悪
い
と
感
じ
た
時
は
、
無
理
せ
ず
自

宅
で
休
む
。

・
水
分
補
給
は
忘
れ
ず
に
、
無
理
の
な
い
範
囲

で
運
動
す
る
。

・「
や
や
暑
い
環
境
」
で「
や
や
き
つ
い
」
と
感

じ
る
強
度
で
毎
日
30
分
程
度
行
い
、
身
体
が

暑
さ
に
慣
れ
る
よ
う
に
す
る
。

・
気
温
や
湿
度
が
高
い
中
で
マ
ス
ク
を
す
る

と
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
た
め
要

注
意
。

・
屋
外
で
人
と
十
分
な
距
離
（
２
メ
ー
ト
ル
以

上
）
が
確
保
で
き
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
を
は

ず
し
ま
し
ょ
う
。

・
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
と
き
は
、
負
荷
の

か
か
る
作
業
や
運
動
を
避
け
、
周
囲
の
人
と

の
距
離
を
十
分
に
と
っ
た
う
え
で
、
適
宜
マ

ス
ク
を
は
ず
し
て
休
憩
す
る
。

・
感
染
症
予
防
の
た
め
、
換
気
扇
や
窓
を
開
放

し
て
換
気
を
確
保
し
つ
つ
、
エ
ア
コ
ン
の
温

度
設
定
を
こ
ま
め
に
調
整
す
る
。

・
外
出
時
は
暑
い
日
や
暑
い
時
間
帯
を
避
け
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
活
動
す
る
。

・
涼
し
い
服
装
を
心
が
け
、
外
に
出
る
際
は
日

傘
や
帽
子
を
活
用
す
る
。

・
少
し
で
も
体
調
に
異
変
を
感
じ
た
ら
、
涼
し

い
場
所
に
移
動
し
、
水
分
を
補
給
す
る
。

　

今
年
の
夏
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
の
マ
ス
ク
の
着
用
や
自
粛
生
活
に
よ
る

運
動
不
足
な
ど
の
影
響
か
ら
、
例
年
よ
り
熱
中
症
が
発
生
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
次
の
ポ
イ

ン
ト
に
注
意
し
、
夏
を
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

問

健
康
推
進
課　

 

（
33
）４
２
５
２
・
（
34
）６
６
１
２
・

１
４
６
１
９

市
庁
舎
整
備
推
進
室　

 

（
36
）５
５
７
７
・
（
32
）２
６
９
５
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福
祉
タ
ク
シ
ー
・
自
動
車
燃
料
の
費
用
助
成

障
が
い
福
祉
課　

 

（
31
）３
７
１
１
・
（
31
）３
７
３
８

安
土
未
来
づ
く
り
課　

 

（
46
）７
２
０
６
・
（
46
）６
１
４
６

申
問
・

　

移
動
時
に
支
援
が
必
要
な
障
が
い
者

に
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
ま
た
は
自
動
車
燃
料

費
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住（
施
設
入
所
者
を
除
く
）

で
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
障
が
い
者
本
人
の
令
和
２
年
度
市
民
税

が
非
課
税
の
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人

の
う
ち
、
肢
体
不
自
由
（
下
肢
・
体
幹
・

脳
原
性
移
動
機
能
障
害
に
限
る
）・
視
覚
・

腎
臓
・
呼
吸
器
機
能
障
害
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
そ
の
障
害
等
級
が
単
独
で
１
級

ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る
人

※
総
合
等
級
で
は
な
く
、
各
部
位
の
個
別

等
級
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

助
成
額(

次
の
ど
ち
ら
か
を
選
択)

①
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券

６
千
円
（
５
０
０
円
×
12
枚
）

②
自
動
車
燃
料
費
助
成
券

３
千
円
（
千
円
×
３
枚
）

※
年
度
途
中
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
方
法　
市
と
協
定
を
締
結
し
た
事
業

者
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

申
請
方
法　
身
体
障
害
者
手
帳
と
印
鑑
を

持
参
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
は

７
月
１
日
R
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

問

　

令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
の
決

定
通
知
書
は
６
月
中
旬
頃
に
送
付
し
て
い

ま
す
。納
付
書
に
よ
る
納
付
の
人
は
、決
定

通
知
書
に
各
納
期
分
の
納
付
書
を
ま
と
め

て
送
付
し
て
い
ま
す
。
納
期
限
が
来
て
い

な
い
納
付
書
は
、
皆
さ
ん
の
お
手
元
で
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
は
、
世
帯
単
位
で
保
険

料
を
計
算
し
、
納
付
義
務
者
は
世
帯
主
で

す
。保
険
料
の
通
知
や
納
付
書
な
ど
は
、世

帯
主
あ
て
に
送
付
し
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
喪
失
の
届
け

出
は
14
日
以
内
に
し
て
く
だ
さ
い
。
自
動

的
に
国
民
健
康
保
険
の
資
格
変
更
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
。届
出
が
遅
れ
る
と
、医
療
費
が

全
額
自
己
負
担
と
な
り
、
保
険
料
を
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

区分 所得割率 均等割額
（加入者１人につき）

平等割額
（加入世帯１世帯につき） 賦課限度額

基礎賦課額
（医療分） 7.10％ 26,800 円 20,400 円 63 万円

後期高齢者支援金
（支援分） 2.63％ 9,000 円 7,400 円 19 万円

介護納付金
（介護分） 2.26％ 8,700 円 4,800 円 17 万円

合計 11.99％ 44,500 円 32,600 円 99 万円
介護分除く 9.73％ 35,800 円 27,800 円 82 万円

令和２年度国民健康保険料率（※介護納付金は 40歳以上 65 歳未満の人のみ該当）

令
和
２
年
度

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
率
が
決
定

保
険
年
金
課 

（
36
）
５
７
５
１
・
（
33
）１
７
１
７

10
月
初
旬
入
居
予
定

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

住
宅
課　

（
36
）５
５
１
１
・

（
33
）１
３
５
６

応
募
資
格　
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
、
市
内
に
３
カ
月
以
上
在
住
ま
た

は
在
勤
し
、
市
税
・
国
民
健
康
保
険
料
な

ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と　

な
ど

募
集
要
項
配
布
開
始
日　
７
月
13
日
W

募
集
要
項
配
布
場
所　

住
宅
課（
総
合
支

所
）ま
た
は
市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
案
内

現
地
公
開
日　
７
月
19
日
Q　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

申
込
方
法　
所
定
の
申
込
書
類
を
住
宅
課

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。

申
込
期
間　
７
月
20
日
W
～
７
月
31
日
Y

※
詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申

問
・

団地名 タイプ 戸数 単身入居

音羽西団地
（音羽町） 3DK １ 〇

上蒲生野団地
（末広町） 3DK ２ 〇

武佐団地
（武佐町）

2DK １ ×

3DK １ ×

※単身での入居には別途条件があります。

5,000 ポイント5,000 ポイント5,000 ポイント5,000 ポイント

※持っている人はステップ２へ

（７月～令和３年 3 月末） （９月～令和３年 3 月末）

　対応している IC カード（電子マネー）、*QRコード
決済、クレジットカードからお好きなキャッシュレス
サービスを一つ選択し、マイナンバーカードを使って
申し込みます。

問 市民課マイナンバー特設窓口　 (36)5560

ポ
イ
ン
ト

　選択したキャッシュレス決済サービスでチャージま
たは買い物をすることでポイントがもらえます。
　ポイントは、キャッシュレス決済サービスでの買い
物に利用できます。※買い物にマイナンバーカードは使いません。

総務省マイナンバー総合フリーダイヤル　 0120(95)0178
午前 9 時 30 分～午後 8 時（平日）、午前 9 時 30 分～午後 5 時 30 分（土日祝）

*QR コードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。
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申
問
・

◆文末表現をそろえる
　指示の表現は「してください」、可・不可の表現は「～
できます、できません」に統一します。
例）朝 8 時に、来てほしいです。
　　　→朝 8 時に、来てください。
　　明日は、休んで良いよ。
　　　→明日は、休んでください。
　　この道は、通行止め。
　　　→この道は、通ることが、できません。

◆文を短く分けて書く
　文節で区切ると、外国人は、文の意味を理解しやすく
なります。
例）この薬はお腹が痛い時に飲んでください。
　　　→この薬は、お腹が、痛い時に、飲んでください。
※「ね」を入れて、自然に聞こえるところで、区切ります。

Vol.4

　

供
養
施
設
は
、
焼
骨
を
収
蔵
す
る
共
同

の
施
設
で
す
。
随
時
、
使
用
申
し
込
み
を

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

永
代
使
用
料

市
内
在
住
者
／
30
万
円

安
土
未
来
づ
く
り
課

 

（
46
）３
１
４
１
・
（
46
）５
３
２
０
・

７
２
９
８

男
女
共
同
参
画
啓
発
作
品

「
男
女
が
輝
い
て
生
き
る
」絵
手
紙
の
作
品
を
募
集

安
土
墓
地
公
園

供
養
施
設
の
使
用
申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
ま
す

人
権
・
市
民
生
活
課　

（
36
）５
８
８
１
・

（
36
）５
５
５
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
８
１
１

　

性
別
に
よ
る
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
尊
重
し
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
、
地
域
・
職
場
・
家
庭
・

学
校
の
中
で
、
男
女
共
同
参
画
の
イ
メ
ー

ジ
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
絵
手
紙
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人
（
団
体

に
よ
る
作
品
は
不
可
）。

応
募
部
門
／
小
学
生
、中
学
生
、一
般
（
高

校
生
を
含
む
）

応
募
規
定

①
作
品
は
絵
と
文
字
の
入
っ
た
絵
手
紙

（
イ
ラ
ス
ト
）
と
し
ま
す
。

②
郵
便
は
が
き
ま
た
は
同
サ
イ
ズ
の
用
紙

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

③
応
募
作
品
は
未
発
表
・
自
作
の
も
の
で
、

他
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
応
募
し
て
い
な

い
作
品
に
限
り
ま
す
。

④
１
人
３
点
以
内
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
勤
務
先

ま
た
は
学
校
名
（
学
年
）
を
明
記
の
う
え
、

人
権
・
市
民
生
活
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。 申

問
・

問 問まちづくり協働課　 （36）5552・ （36）5553 スポーツ推進課　 （33）6303・ （33）3124

14391 14316

応
募
締
切　
９
月
４
日
Y
必
着

選
考
　
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
ご
と
に
最
優
秀

賞
、
優
秀
賞
、
入
賞
を
選
考
し
ま
す
。

※
「
人
権
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
２
０
」

に
掲
載
し
た
作
品
を
毎
月
、
広
報
紙
面
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
下豊浦

大中

至琵琶湖

至安土駅

西の湖

安土墓地公園

　11 月８日 Q に開催を予定していました本大会
は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から開
催を中止します。
　大会への参加を楽しみにされていた皆さんには、
大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願いします。

開催中止

2020水郷の里マラソン

永
代
管
理
料　
10
万
１
８
５
０
円

※
供
養
施
設
の
使
用
料
と
管
理
料
は
、お
一

人
様
一
体（
骨
壺
１
個
）の
費
用
で
、許
可

時
１
回
の
み
の
お
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

生
前
登
録
制
度

　

自
己
の
死
亡
後
の
焼
骨
を
供
養
施
設
へ

収
蔵
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
生
前
中
に

登
録
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　夏場の気温の高い時期はペットボトルのごみの量も増加

します。ごみは正しく分別することでリサイクル可能な資

源になります。ペットボトルの正しい出し方を実践しま

しょう。

　土地または建物の管理者または所有者に、近隣住民の生

活環境を害さないよう適正に管理することを条例で定めて

います。

　近隣住民の生活環境が損なわれ大変迷惑をかけることに

なります。定期的に掃除や除草などを実施し、適正な管理

をお願いします。ご自身やご家族で対応できない場合は、

業者に依頼するなど、責任を持った管理をお願いします。

・害虫の発生原因となる

・周辺から見えにくくなるため、不法投棄などの犯罪の

温床となる

・見通しが悪くなるため交通事故などの発生につながる

・枯れ草などが火災の原因となる

・景観を損ねる

　材質表示マーク（PET マーク）がついた容器で「飲料、

酒類、しょうゆ、酢」などが対象です。対象ではないペッ

トボトルは燃えるごみに出してください。

①商品ラベルは取り外し、燃えるごみに出してください。

②キャップも取り外し、ペットボトル収集容器 ( ネット )

の横にまとめて出してください。

③ペットボトルをよく洗い、潰さずに収集容器 ( ネット )

に出してください。

環境課　 （36）5509・ （36）5882問

土地などに雑草や樹木が生い茂ると

広報おうみはちまん　2020.7.1 12広報おうみはちまん　2020.7.113



商工会議所・商工会への支援
近江八幡商工会議所や安土町商工会が、市内事業者の経済
活動再開に向けて実施する感染予防対策や経営支援策など
に対して支援します。

商工労政課

36-5517近江八幡市事業者持続化助成金
売上高が減少している国の持続化給付金を受けた事業者に、
市が独自に助成金を交付します。
中小企業など／ 15万円
個人事業主／ 7万5千円

職員の緊急雇用
商工労政に関わる業務が急増しているため、新型コロナウ
イルス感染症の影響で離職または解雇された人などを緊急
雇用します。

小学校へ臨時講師を配置
学校の再開にあたり、児童の安全・安心な環境を確保するため、
臨時講師が配置されていない小学校で、１学級の児童数が多
く児童を分散させて授業を行う２校（八幡小学校・馬淵小学校）
に、臨時講師を各１人ずつ配置します。

学校教育課

36-5530
小・中学校への

感染拡大防止経費の支援
小・中学校の再開に向けた感染拡大防止に対する経費を支
援します。

スクールサポートスタッフの配置 感染症対策の環境づくりにより増加する教師の業務をサ
ポートするため、小・中学校の全校に１人ずつ配置します。

就学前施設や子育て支援施設などへの
感染拡大防止経費の支援

就学前施設や子育て支援施設などの感染拡大防止に対する
経費を支援します（１次施策からの継続事業）。

子ども支援課

36-5562
幼児課

36-5507

障がい者福祉団体等活動支援事業
活動を自粛している障がい者福祉団体（当事者・当事者家
族団体）を対象に、感染予防対策を実施したうえで活動を
再開できるように支援するため、交付金を交付します。

障がい福祉課

31-3711

ひとり親世帯への
臨時特別給付金

児童扶養手当受給世帯などに対し給付金を支給します。
給付金額／１世帯につき５万円（第２子以降は＋３万円）
さらに、収入減の場合は＋５万円
※給付には条件があります。

子ども支援課

36-5562
ひとり親世帯臨時特別給付金
コールセンター

0120-400-903

新型コロナウイルス
感染症対応休業支援金

中小企業で働く従業員（パート、アルバイト含む）に、休
業前賃金月額の 80%（上限33万円）を支給します。
支給対象期間／４月１日～9月30日までの休業

担当窓口は未定です。
判明次第、市ホームページで
お知らせします。

14529

家賃支援給付金
売上が減少したテナント事業者に対し、地代・家賃の負担を
軽減するため給付金を支給します。
中小企業など／上限600万円
個人事業者など／上限300万円

担当窓口は未定です。
判明次第、市ホームページで
お知らせします。

14530

雇用調整助成金
（拡充）

一時休業などにより労働者の雇用維持を図った場合、休業
手当などの一部を助成します。

【拡充する主な内容】
・助成上限日額を引き上げ
　日額 8,330 円を 15,000 円に
・助成率の拡充
　原則10分の９を一律10分の10に
・期間の延長
　９月30日まで　など

学校等休業助成金・支援金、
雇用調整助成金コールセンター

0120-60-3999

小規模事業者持続化補助金
（拡充）

小規模事業者に最大 150 万円を補助
　最大 100 万円までを最大 3/4 補助
　最大 50 万円を定額補助
ナイトクラブ、ライブハウスなどは最大 200 万円を補助

近江八幡商工会議所

33-4141
安土町商工会

46-2389

　制度の詳しい内容は、各窓口へお問い合わせいただくか、
　市ホームページ「新型コロナウイルス感染症関連のお知らせ」ページをご覧ください。 …市の独自施策市

市

市

市

市

市
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開館時間やイベント詳細は

　市ホームページから確認できます。

　　 ６９６１

子育て応援ひろば
７ 月のイベント情報

八  八幡子どもセンター（火～土曜日）      （32）6330

東  八幡東子どもセンター（火～土曜日）      （37）2862

西  八幡西子どもセンター	（火～土曜日）     （33）0703

ク 子育て支援センター「クレヨン」（月～金曜日） （36）7270

安 安土子育て支援センター（月・火・木・金曜日） （46）6400

ほ・八 ほんわかの家・八幡（月～金曜日）         （32）3077

ほ・金 ほんわかの家・金田（月・火・金曜日）       （32）3077

あ  あいあいの家（火・水・金曜日）                    （31）2677

は  はちはぴひろば（月・火・金・土曜日）           （38）5623

施設を表すアイコン ・開館日（祝日は除く）

対象年齢の記載がないものは乳幼児が対象です。イベント名が★青字は予約が必要ですので、施設に直接申し込みください。

※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、イベントを中止する場合があります。

日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 1 2 3 4
東★手形・足形
　午前10時～（0歳児）

西七夕飾り
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前9時30分～

ほ・八ティータイム
　午前11時～

東★手形・足形
　午前10時～（1歳児～就学前）

 ほ・八えほんのじかん
　午前11時30分～

西七夕飾り
　午前10時～

東体育館開放
　午前10時～（就学前まで）

西七夕飾り
　午前10時～

5 6 7 8 9 10 11
安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

ほ・八★お誕生会
　午前11時～

ほ・金★お誕生会
　午前11時～

西★親子ヨガ
　午前10時～

ク★子育て相談日
　午前10時～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

あお話広場
　午前10時30分～

東子育て相談と身体測定
　午前10時～（就学前まで）

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前9時30分～

安ねんねサロン
　午前９時30分～（1歳まで）

ほ・金赤ちゃんデー
　午前9時30分～

ほ・金Free talk
　午前10時30分～

八★パパママあそぼ
（手形足型アート）
　午前10時～

東体育館開放
　午前10時～（就学前まで）

12 13 14 15 16 17 18
安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

八身体計測デー
　午前９時30分～（１歳以上児）

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

ほ・八★起きあがりだるま
を作ろう
　午前10時30分～

八★おひさま広場
(ミュージックケア)
　午前10時～（2歳以上児）

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前9時30分～

東体育館開放
　午前10時～（就学前まで）

19 20 21 22 23㊗ 24㊗ 25
安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

ク★身体計測
　午前10時～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

ほ・金双子ちゃんデー
　午前10時～

西子育て相談・身体計測
　午前10時～

ほ・八しゃべりば
　午前10時30分～

東★映画大会
　午後２時～（小学生）

26 27 28 29 30 31 1

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

ほ・金★オンライン
コミュニケーション講座
　午前10時30分～

八にこにこデー
　午前10時～（0歳児）

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

ほ・金身体測定日
　午前9時30分～

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前9時30分～

八★わくわく教室
(理科実験)
　午前10時～（小学生）

問 夏
休
み
が
接
種
の
チ
ャ
ン
ス
！

お
子
さ
ま
向
け
予
防
接
種
の
ご
案
内

健
康
推
進
課

 

（
33
）４
２
５
２
・
（
34
）６
６
１
２
・

８
７
６
２

幼
児
課　

（
36
）５
５
７
９
・ 

（
32
）６
５
１
８
・

１
４
３
５
２

保
育
の
お
仕
事
し
ま
せ
ん
か
？

保
育
施
設
等
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催

　

保
育
士
・
保
育
教
諭
・
幼
稚
園
教
諭
養

成
校
を
卒
業
予
定
の
学
生
や
免
許
・
資
格

取
得
済
み
の
人
、
看
護
師
資
格
を
持
つ
求

職
者
を
対
象
に
、
市
内
の
保
育
所（
園
）・

認
定
こ
ど
も
園
・
小
規
模
保
育
事
業
所
・

家
庭
的
保
育
事
業
所
な
ど
の
就
職
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。

　

各
園（
所
）
の
保
育
内
容
や
特
色
、
採

用
情
報
な
ど
働
く
保
育
士
の
声
を
直
接
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
前
申
込
不
要
・
参
加
無
料
・
履
歴
書
不

要
・
服
装
自
由
・
入
退
出
自
由

日
時　
８
月
22
日
U　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

対
象　
保
育
の
職
場
に
就
労
を
希
望
す
る

学
生
や
一
般
求
職
者

問

　

母
子
健
康
手
帳
で
接
種
歴
を
確
認
し
、

夏
休
み
の
う
ち
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

小
学
４
年
生　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
２
期

小
学
６
年
生　
二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
混
合
）予
防
接
種

幼
稚
園
保
育
園
の
５
歳
児　
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
予
防
接
種
２
期

今
年
度
18
歳
に
な
る
人
は

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を

　

接
種
後
に
重
い
副
反
応
が
あ
っ
た
こ
と

で
、
平
成
17
年
５
月
30
日
か
ら
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
、
積
極
的
な
接
種
を
見
合

わ
せ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
時
接
種
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
人
は
20
歳
に
な
る
ま
で

に
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
無
料
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
今
年
度
18
歳
に
な
る
人
は
、母
子
健

康
手
帳
で
日
本
脳
炎
予
防
接
種
が
４
回
接

種
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
の
上
、早
め

に
接
種
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象　
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
19
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
詳
し
く
は
、
広
報
４
月
号
と
同
時
配
布

の「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
家
庭
的
保
育
者
基
礎
研
修
」の
ご
案
内

日
時　
９
月
27
日
Q　

午
前
９
時
～
午
後

４
時
20
分

10
月
４
日
Q　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
50
分

11
月
１
日
Q　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　
滋
賀
短
期
大
学（
大
津
市
竜
が
丘
）

対
象　
家
庭
的
保
育
事
業
や
小
規
模
保
育

事
業
Ｂ
・
Ｃ
型
の
保
育
従
事
者
と
し
て
の

勤
務
を
希
望
す
る
人
。

※
保
育
士
資
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

受
講
科
目　
家
庭
的
保
育
の
概
要
、
乳
幼

児
の
発
達
と
心
理
、
食
事
と
栄
養
、
小
児

保
健
Ⅰ
・
Ⅱ
、
安
全
の
確
保
と
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、家
庭
的
保
育
の
保
育
内
容
、

環
境
整
備
、
管
理
運
営
、
保
護
者
へ
の
対

応
、
子
ど
も
虐
待
、
特
別
に
配
慮
を
要
す

る
子
ど
も
へ
の
対
応
、
職
業
倫
理
と
配
慮

事
項
、
見
学
実
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど

※
こ
の
他
、「
家
庭
的
保
育
室
見
学
実
習
」

と
「
心
肺
蘇
生
法
実
技
講
習
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
受
講
科
目
を
全
て
履
修

さ
れ
な
い
と
見
学
実
習
は
受
講
で
き
ま
せ

ん
。

受
講
料　
２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

募
集
人
数　
若
干
名

申
込
締
切　
７
月
22
日
R

幼
児
課

 

（
36
）５
５
７
９
・
（
32
）６
５
１
８

申
問
・

障
が
い
福
祉
課　

（
31
）３
７
１
１
・
（
31
）３
７
３
８

身
体
／
知
的
障
害
者
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す

お
住
ま
い
の
地
域
に
限
ら
ず
、
ど
の
相
談
員
に
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

連
絡
先
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
相
談
員

氏名 学区

日比 孝 八幡

德永 里恵 島

喜多川 みどり 桐原

松本 敏男 馬淵

寺嶋 よし子 北里

野田 とよ子 武佐

西村 金兵衛 安土

大林 義孝 老蘇

知
的
障
害
者
相
談
員

氏名 中学校区

八耳 佐知子 八幡

小山 真理 八幡西

佐野 美津子 八幡東

道尾 弘文 安土

問

（敬称略）
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航
空
学
生（
海
・
空
）

パ
イ
ロ
ッ
ト
お
よ
び
戦

術
航
空
士
を
養
成
す
る

幹
部
自
衛
官
コ
ー
ス

対　

海
上
自
衛
隊

18
歳
以
上
23
歳
未
満

航
空
自
衛
隊

18
歳
以
上
21
歳
未
満

受
付
期
間　

７
月
１
日r

～
９
月
10
日t

試
験
日　

１
次
／
９
月
22
日d

　

２
次
／
10
月
中
旬　

３
次
／
11
月
下
旬
頃

一
般
曹
候
補
生（
陸
・
海
・
空
）

　

部
隊
の
中
核
で
あ
る
曹
を
養
成
す
る
コ
ー
ス

対　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間　

７
月
１
日r

～
９
月
10
日t

試
験
日　

１
次
／
９
月
18
日y

・
19
日u

２
次
／
10
月
10
日u

・
11
日q

の
そ
れ

ぞ
れ
、指
定
す
る
１
日

※
処
遇
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

自
衛
隊

近
江
八
幡
地
域
事
務
所

（
33
）２
１
０
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

７
月
は「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
の
強

調
月
間
で
す
。
す
べ
て

の
国
民
が
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
過
ち
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動

日 日時 場 場所
対 対象 内 内容
定 定員 ￥ 費用
出 出演 持 持物
講 講演・講師
申 申込方法
締 申込締切 /期間

り
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

当
日
は
証
明
書
の
発
行
や
各
種
届
出
は
で

き
ま
せ
ん
。

申
問
・
　

予
約
電
話　

（
36
）５
５
６
０

市
民
課

（
36
）５
５
０
０
・

（
33
）１
７
１
７

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
は
５
月
25

日
に
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

通
知
カ
ー
ド
の
記
載
変
更
・
再
交
付
は
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。
次
の
書
類
が
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
写
真
入
り
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た「
住
民

票
の
写
し
」
も
し
く
は「
住
民
票
記
載
事

項
証
明
書
」

・
最
新
の
住
所
、
氏
名
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
る
通
知
カ
ー
ド

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け

る
と
き
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
通
知

カ
ー
ド
の
返
納
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問　

市
民
課

（
36
）５
５
０
０
・

（
33
）１
７
１
７

後
期
高
齢
者
医
療
の

新
し
い
被
保
険
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

　

７
月
中
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
郵
送

し
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
人
全
員
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は「
う
す
み
ど
り
色
」

で
す
。
８
月
１
日
か
ら
は
、
今
の
被
保
険

者
証
は
使
え
ま
せ
ん
。
な
お
、
現
在
限
度

日

　

７
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で　

　

県
内
の
医
療
機
関
で
必
要
と
さ
れ
る
輸

血
用
血
液
を
確
保
す
る
た
め
、広
く
県
民
の

皆
さ
ん
へ
の
献
血
に
関
す
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
求
め
る
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
献
血

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
が
減
少
し
て
い

ま
す
。こ
の
機
会
に
善
意
の
献
血
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
献
血
の
際
は
感
染
予
防
対
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

問　

健
康
推
進
課

（
33
）４
２
５
２
・

（
34
）６
６
１
２

日　

７
月
12
日
Q
、
８
月
23
日
Q
、
９
月

27
日q

い
ず
れ
も
午
前
８
時
30
分
～
正
午

場　

市
役
所
１
階
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
特
設

窓
口

　

平
日
の
開
庁
時
間（
午
前
9
時
～
午
後

４
時
30
分
）
に
下
記
予
約
電
話
で
予
約
し
、

当
日
は
直
接
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
特
設
窓
口
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
当
日
は
予
約
優
先
と

な
り
ま
す
が
、
予
約
な
し
で
も
状
況
に
よ

額
適
用
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
は
同
封
し

ま
す
。

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

０
７
７
（
５
２
２
）３
０
１
３

保
険
年
金
課

（
36
）５
７
５
１
・

（
33
）１
７
１
７

安
土
未
来
づ
く
り
課

（
46
）７
２
０
６
・

（
46
）６
１
４
６

国
民
健
康
保
険
の

新
し
い
被
保
険
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

　

７
月
中
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
郵
送

し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
全
員
が
新
し
く
な
り
ま
す
。
新
し
い

被
保
険
者
証
は「
紫
色
」で
す
。８
月
１
日

か
ら
は
、
今
の
被
保
険
者
証
は
使
え
ま
せ

ん
。
ま
た
、
限
度
額
適
用
認
定
証
は
７
月

31
日y

ま
で
の
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

認
定
証
の
更
新
を
希
望
さ
れ
る
人
は
被
保

険
者
証
と
印
鑑
、
本
人
確
認
書
類
を
持
参

の
上
、７
月
22
日r

以
降
に
保
険
年
金
課
、

ま
た
は
安
土
未
来
づ
く
り
課
の
窓
口
で
申

請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課

（
36
）５
５
０
１
・

（
33
）１
７
１
７

安
土
未
来
づ
く
り
課

（
46
）７
２
０
６
・

（
46
）６
１
４
６

　

収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
に
よ
り
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の

納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
ま
す
。

受
付
開
始
日　

７
月
１
日

承
認
期
間　

原
則
７
月
～
翌
年
６
月

所
得
審
査
対
象
者　

①
免
除
／
本
人
・
配

偶
者
・
世
帯
主

②
猶
予
／
本
人(

50
歳
未
満)

・
配
偶
者

※
離
職
票
な
ど
が
あ
れ
ば
失
業
し
た
人
の

所
得
は
除
外
し
て
審
査
さ
れ
ま
す
。
離
職

日
の
翌
日
か
ら
翌
々
年
６
月
ま
で
有
効
で

す
。

※
免
除
・
猶
予
さ
れ
ず
に
未
納
状
態
で
不

慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
・
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問　

草
津
年
金
事
務
所

０
７
７(

５
６
７)

２
２
２
０

保
険
年
金
課

（
36
）５
５
０
２
・

（
33
）１
７
１
７

安
土
未
来
づ
く
り
課

（
46
）７
２
０
６
・

（
46
）６
１
４
６

　

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
も
の
忘
れ
が
簡
単
に

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す（
認
知
症
の
診
断
で

は
あ
り
ま
せ
ん)

。
普
段
の
生
活
の
中
で

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
や
心
配
な
こ
と
が
あ

れ
ば
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。
令
和
２
年

度
は
２
月
ま
で
毎
月
開
催
し
ま
す
。

要
予
約
・
参
加
無
料

日　

７
月
20
日w

　
午
後
１
時
30
分
～

午
後
４
時

場　

ひ
ま
わ
り
館

対　

市
内
在
住
の
人

定　

12
人(

先
着
順)

申　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

長
寿
福
祉
課

（
31
）３
７
３
７
・

（
31
）３
７
３
８

日  

９
月
20
日q

　
午
前
８
時
45
分
～
午

後
４
時（
荒
天
の
場
合
は
中
止)

場　

皇
子
山
陸
上
競
技
場（
大
津
市
）

対　

県
内
在
住
の
12
歳
以
上（
令
和
２
年

４
月
１
日
現
在
）
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
有
す
る
人
、
も
し
く
は
療
育
手
帳
を
有

す
る
か
、
そ
の
取
得
に
準
ず
る
障
が
い
の

あ
る
人
。

申　

８
月
５
日r

ま
で
に
、所
定
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
障
が
い

福
祉
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
部
競
技
の
中
止
な
ら
び
に
全
国
大
会
選

手
選
考
会
の
実
施

　

７
月
～
８
月
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ

た
ボ
ッ
チ
ャ
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
水
泳
の
３

競
技
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
大
会
出
場
希
望
で
参
加
申
込

書
の
提
出
が
あ
っ
た
選
手
に
つ
い
て
は
、

選
手
選
考
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

障
が
い
福
祉
課

（
31
）３
７
１
１
・

（
31
）３
７
３
８

滋
賀
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

０
７
７
（
５
２
２
）６
０
０
０

０
７
７
（
５
２
１
）８
１
１
８

自
衛
官
候
補
生（
陸
・
海
・
空
）

対　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間　

通
年
で
受
付

試
験
日　

受
付
時
に
お
知
ら
せ

選
抜
試
験
に
よ
り
、
定
年
制
ま
た
は
再
就

職
の
選
択
が
で
き
ま
す
。

申
問
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
廃
止
の

お
知
ら
せ

第
58
回
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会(

陸
上)

で
す
。今
年
は
第
70
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ひ
と
た
び
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
が
、

社
会
か
ら
排
除
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
責

任
あ
る
社
会
の
一
員
と
し
て
再
び
受
け
入

れ
ら
れ
、
適
切
な
仕
事
や
居
場
所
な
ど
の

生
活
基
盤
を
確
保
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
近
江
八
幡
・
竜
王
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」の
ご
案
内

　

犯
罪
防
止
お
よ
び
更
生
保
護
に
つ
い
て

の
相
談
窓
口
、
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
拠
点
と
し
て
、
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
相
談
で

き
る
日
時
は
平
日
９
時
～
正
午
、
午
後
１

時
～
４
時
で
す
。

問　

近
江
八
幡
保
護
区
保
護
司
会

(

46
）３
１
４
１(

内
線
３
４
５)

エ
コ
セ
ミ
ナ
ー

　

写
真
や
動
画
を
交
え
た
楽
し
い
お
話
や
、

受
講
者
参
加
型
の
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、
地

球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
る
お
得
で
エ
コ

な
省
エ
ネ
の
コ
ツ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
出

前
講
座
と
し
て
会
場
ま
で
お
伺
い
し
ま
す
。

対　

自
治
会
、
企
業
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
ど

な
た
で
も　

※
10
人
以
上
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

う
ち
エ
コ
診
断

　

ご
家
庭
で
省
エ
ネ
や
節
電
を
進
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
お
住
ま
い
や
お
近
く
の
会

場
に
出
向
き
、
各
ご
家
庭
に
ふ
さ
わ
し
い

省
エ
ネ
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
省
の
公
的
資
格
を
も
っ
た「
う
ち
エ

愛
の
献
血
助
け
合
い
運
動

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

防
衛
省
自
衛
隊
採
用
試
験
の
案
内

コ
診
断
士
」
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
パ
ソ
コ

ン
を
使
用
し
て
、
買
い
換
え
の
費
用
対
効

果
な
ど
も
グ
ラ
フ
で
わ
か
り
や
す
く
、
説

明
し
ま
す
。

対　

自
治
会
、
企
業
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
ど

な
た
で
も　

※
お
一
人
で
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

￥　

い
ず
れ
も
無
料

申
問
・
　

滋
賀
県
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー

０
７
７
（
５
６
９
）５
３
０
１

　

里
山
の
景
観
維
持
お
よ
び
里
山
が
有
す

る
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
自

治
会
な
ど
が
３
年
間
継
続
し
て
実
施
す
る

里
山
の
保
全
・
再
整
備
活
動
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象　

里
山
再
生
整
備
活
動
、林
道
・

散
策
道
再
整
備
活
動
、
森
林
空
間
活
用
活

動
、里
山
体
験
啓
発
活
動

助
成
額　

１
事
業
に
つ
き
３
カ
年
計
画
で
、

総
額
90
万
円
を
上
限
額
と
し
、
単
年
度
30

万
円
を
上
限
額
と
す
る
。
直
接
施
工
は
定

額
助
成
と
し
、
外
注
施
工
は
、
３
分
の
２

以
内
を
限
度
に
助
成
す
る
。

対
象
者　

自
治
会
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体(

定
款
・
規
約
・
会
則
を
有
す
る
団

体
で
あ
る
こ
と)

※
今
年
度
に
お
い
て
は
２
団
体
分
を
募
集

し
て
お
り
、
予
算
上
限
に
達
し
次
第
、
募

集
を
締
め
切
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

農
村
整
備
課

（
36
）５
５
４
５
・

（
46
）５
３
２
０

夏
の
エ
コ
セ
ミ
ナ
ー
・
エ
コ
診
断

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

里
山
再
生
事
業
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か

申
問
・
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(

納
付
期
限 

７
月
31
日
Y)

今
月
の
税
・
料
の
納
付

【出典　わたしたちの手話学習辞典】

手み な のん 話

障がい福祉課　 （３１）３７１１・ （３１）３７３８問

5
月
19
日
か
ら
6
月
17
日
ま
で
の
受
付
分

福
祉
基
金
に
と

　

光
友
易
学　

５
千
円

　

板
岡
や
ゑ　

２
千
円

　

故 

塩
谷
光
子　

姉
妹
一
同　

１
０
０
万
円

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
と

　

匿
名　

２
千
円

図
書
館
に
と

　

匿
名　

５
千
円

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
２
期
）

国
民
健
康
保
険
料
（
２
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
１
期
）

介
護
保
険
料
（
１
期
）

㊴

　
「
国
道
８
号（
彦
根
～
東
近
江
）」（
仮
称
）

の
事
業
実
施
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
を
評

価
す
る
項
目
や
調
査
手
法
な
ど
を
示
し
た

環
境
影
響
評
価
方
法
書
な
ど
の
縦
覧
を
行

う
と
と
も
に
、住
民
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
意
見
の
あ

る
人
は
、
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　

７
月
14
日e
～
８
月
13
日t

縦
覧
場
所　

県
庁
県
民
活
動
生
活
課
県
民

情
報
室(

大
津
市)

・
県
湖
東
環
境
事
務

所(

彦
根
市)

・
県
東
近
江
環
境
事
務
所

(

東
近
江
市)

・
市
土
木
課
（
総
合
支
所
）

意
見
書
の
提
出
方
法　

県
都
市
計
画
課
都

市
計
画
係
（
〒
５
２
０
ー
８
５
７
７　

大
津

市
京
町
四
ー
一
ー
一
）
宛
て
に
意
見
書
を
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
縦
覧
期
間

中
は
、
各
縦
覧
場
所
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

意
見
書
の
提
出
期
間

　

７
月
14
日e

～
８
月
27
日t

住
民
説
明
会　

事
前
申
込
不
要
。
当
日
は

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
連
絡
先
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

日　

７
月
30
日t

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場　

総
合
支
所
１
階
情
報
交
流
室

問　

土
木
課

（
36
）５
５
４
０
・

（
32
）５
０
３
２

１
３
１
５
３

　

総
務
省
で
は
、
複
数
あ
る*

Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
１
枚
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
ま
と
め
る
統

一
Ｑ
Ｒ「
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
」
の
普
及
に
よ
る
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
事
業
者
向
け
の
説
明
会
を
次
の

日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

説
明
会
終
了
後
に
は
、
希
望
さ
れ
る
事

業
者
の
申
し
込
み
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

日　

７
月
29
日r

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　

ひ
ま
わ
り
館
１
階
ホ
ー
ル

定　

30
人（
先
着
順
・
事
前
予
約
が
必
要
）

　
　
　
　

商
工
労
政
課

（
36
）５
５
１
７
・

（
46
）５
３
２
０

１
４
７
４
０

　

新
た
に
民
生
委
員
児
童
委
員
・
主
任
児

童
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
八
幡
学
区
】
井
田
知
美(

主
任
児
童
委
員)

、

野
瀬
由
喜
子(
魚
屋
町
上
・
中
・
元
、
新
町

１
～
４
丁
目)

【
桐
原
学
区
】 

米
山
敏
信

(

若
宮
町)

【
武
佐
学
区
】 
青
島
登
貴
子

(

末
広
町
６
丁
目)

問 

福
祉
政
策
課

（
36
）５
５
８
５
・

（
32
）６
５
１
８

　

毎
年
７
月
に
開
催
し
て
い
る
見
学
会
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の
た
め

今
年
度
は
中
止
し
ま
す
。例
年
多
く
の
皆
さ

ん
に
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
、心
待
ち
に
し

て
お
ら
れ
た
と
こ
ろ
大
変
申
し
訳
有
り
ま

せ
ん
が
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

水
道
事
業
所

（
36
）５
５
３
４
・

（
34
）７
４
８
０

日　

７
月
18
日u

午
前
８
時
30
分
～
11
時

場　

市
役
所
駐
車
場

問　

農
業
振
興
課

（
36
）５
５
１
４
・

（
46
）５
３
２
０

７
８
０
９

奥本大三郎／著
（小学館）

さいとうしのぶ／構成・絵
（のら書店）

『あかちゃんとわらべうたで
あそびましょ！』

『蝶の唆
おし
え―現代のファー

ブルが語る自伝エッセイ―』

Book

おすすめ新着本
児童書

おすすめ新着本
一般書

『はぶらしくんです』とよたかずひこ／さく・え(童心社)
『かぞえてみよう　どうぶつスポーツたいかい』

ヴィルジニー・モルガン／文・絵(岩波書店)
『のりものなぞなぞ』

斉藤洋／作・こわせもりやす／絵(講談社) 

図書館においでよ!
近江八幡図書館　 （32）4090・ （32）4099
安土図書館　　　 （46）6479・ （46）6591

□－近江八幡図書館
○－安土図書館
■－両館

７月の休館日

〈今月のおはなし会〉

　虫好きで知られる著者の幼少期を綴った、初の自伝的
エッセイ。虫好きのきっかけになった出来事から、病気
で入院中の著者の唯一の慰めが虫であったことなどを、
軽妙洒脱に語る。そのどの場面にも、ギンヤンマ、チョウ、
カブトムシ、スズメ、カメなど、幼い著者を魅了した小
さな生き物たちが顔を出し、著者の生き物への飽くなき
憧れと、深い愛情が伝わってくる。

　あかちゃんの足の指を順につまんでいく「ちっちゃい
まめこーろころ」、ひざの上にのせて歌にあわせてゆすっ
てあげる「あずきっちょ　まめちょ」など、あかちゃん
と遊べる楽しいわらべうたが、遊び方と楽譜も添えて６
つ紹介されています。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

『空の声』　　　　               　堂場瞬一／著(文藝春秋)
『合唱　岬洋介の帰還』　　        中山七里／著(宝島社)
『魔女たちは眠りを守る』   村山早紀／著(KADOKAWA)
『武士の家訓』　　　　　　     城島明彦／著(カンゼン)

環
境
影
響
方
法
書
の
縦
覧
と

説
明
会
の
ご
案
内

Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
説
明
会

申
問
・民

生
委
員
児
童
委
員
な
ど
の
決
定

牧
浄
水
場
見
学
会
中
止
の
お
知
ら
せ

お店・スーパー
カゴを持って
買い物する様子

売る

お金をもらって、ものを渡す

買う

お金を払って、ものを受け取る

ミシェル・クオ／著
（白水社）

『パトリックと本を読む　―絶望
から立ち上がるための読書会―』

おすすめ新着本
一般書

　貧困地域の学校の教師となった著者は、暴力が日常茶
飯事の生徒たちに、読書を通じて「自分を温かく受け容
れる気持ち」を育もうと奮闘する。その中でもっとも知
的な才能を開花させたのがパトリックだった。しかし数
年後、パトリックは殺人を犯してしまう。著者は拘置所
に通い、パトリックとともに本を読むことで、人生をあ
きらめた彼の心に寄り添おうとする。本の持つ力と、人
間の可能性を描いた１冊。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、図書館
での７月のおはなし会は中止します。
　また、おはなし研究会の金田コミュニティセンター
でのおはなし会も中止します。

〈臨時駐車場についてのお願い〉
　平日は図書館東側のシキボウ株式会社八幡工場の職
員駐車場は使えません。
　土曜日、日曜日はお使いいただけます。ただし土曜
日については使えない場合があります。図書館前、現
地の看板をご確認ください。

〈今月の展示〉
　図書館では、「市民の皆さんに１冊でも本を手にとっ
てもらいたい」との思いから、毎月趣向をこらした本
のテーマ展示を行っています。７月のテーマは大人の
本のコーナーは「コロナ時代を生き抜くために」「ワル
い奴ら」「あの人の愛した食卓」、児童書コーナーは「虫・
むし・ムシ」「のぞいてみよう！みずのなか」、郷土資
料は「ふるさと探検～安土・老蘇編～」、ヤングアダ
ルトコーナーは「王の物語」と盛りだくさんあります。
司書ならではの視点で集めた新旧とりまぜたさまざま
な本を、どうぞお楽しみください。

６月の開館以降、分散来館のご協力をお願いしてお
りましたが、７月からは解除させていただきます。
ご協力ありがとうございました。

*QR コードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

近江印刷㈱ ( 愛荘町 ) オリジナルノート・スケッチブック各600冊

近江製函㈱ ( 東近江市 ) 段ボール製ついたて24個・マスク550枚

近江八幡ロータリークラブ ( 鷹飼町 ) 小中学校のオンライン授業の整備にと100万円

匿名 消毒液4本

㈱近江磨輝道ピカピカ事業所 ( 馬淵町 ) マスク3000枚

㈱重田組 ( 若宮町 ) 桐原幼稚園、旧桐原コミュニティセンターの奉仕作業

㈱ミマキエンジニアリング ( 長野県東御市 ) フェイスシールド100個

匿名 ひとり親家庭に役立ててと27万円

近
江
八
幡
こ
だ
わ
り
食
材

産
地
直
売
軽
ト
ラ
市

(

敬
称
略)


